
計画7･1

サルに取D込まれる環境化学物Trの地

域内収支の研究

耶谷環 (東京大 ･瓜･洪習林)､洩岡一雄 (訳都

大 ･霊研)

いわゆる環境ホルモンと疑われる､プラス

チックの可塑剤の DEHP(フタル酸 -2-エチ

ル-キシル)とDBP(フタル酸ジ ーn-フチル)

は､ 日本において使用丑が多く､ニホンザルの

生息環境に拡散していることが予想される｡

調査対象地は千乗県君沖市と宵沖市である｡

1999年9月か ら 10月に､ニホンザルの生息地

域 と非生息地域において､ビニールハ ウス (堤

化ビニール)が多い地点 と少ない地点で､ナス､

トウモロコシ､大豆､落花生､マテバシイを採

取 した｡ コナラも予定 していたが､凶作のため

採取できなかった｡これ らのニホンザルの食物

に含まれる環境化学物質の分析は現在進行中で

ある｡

同地域において､小型捕授柾によって捕まっ

たニホンザル 10所の血統を分析 したところ､

DBP が 0.0146±0.0107pg/ml､DEHP が

0.4674±0.1346/ml の濃度を示 した｡DBPは

ラッカー､接着剤､印刷インク､安全ガラス､

玖料などに含まれ､DEHPは､塩化ビニール災

品に適 し､農 ビ用フイルム､シー ト､レザーな

どに含まれている｡DEHPの濃度が高いことは､

調査対象地が首都圏の近郊戊菜地符にあり､ビ

ニールハ ウスによる野菜類の栽培が多く行なわ

れていることの反映と推測される｡

計画7-2

ビスフェノールAのサルにおける体内

勤.CR

井口弊泉 (岡崎国立共同研宛枚榊 ･比企バイオサ

イエンスセンター､CREST ･JST)､拭岡一雄
(京都大 ･霊長m)

現場中に放出される化学物双がエス トロゲ

ン作用をもち､特に署畏官形成途上にある胎児に

対する杉野が懸念されている｡そこで､母体に

投与されたビス7ェノーJt,A(BPA)が胎盤を

通過 して胎仔に到過 しているかどうかを確認す

るために､妊掛 flのアカゲザル (50mg/kg母

体丑正)及び妊蝦 17日日のマウス (100llg/g

母体先史)にBPAを投与し､胎仔の綜官におけ

るBPA合有丑をガスクロマ トグラフ-質正分析

法により嗣べた｡その約穴､アカゲザルでは 1

時間後に､またマウスでは 30分後に肝臓､脳､

腰帯 (胎盤)にBPAが存在 していることが碓詑

された (下図参照.)｡以上の結果から､BPAは

胎盤を通過して胎仔の署畏官に到達することが明

らかとなり､胎児に対 して影響をやよはす可能

性が示唆された｡

サル･Ja児
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